
資源循環型社会の実現に向けた花王のイノベーション：プラスチック削減の社会実装

花王株式会社(藤井 健吉、原水 聡史)

花王は2018年に「プラスチック包装容器宣言」を宣言し、4R(Reduce、Reuse、Replace、Recycle)の視点で資源循環型社会の実現に向けた製品開発を推進

している。環境配慮と使いやすさを両立する商品開発により、2020年には従来のボトル容器比で約76％のプラスチック削減を達成した。さらに、使用済み詰め替え

パックの水平リサイクル技術も開発し新製品開発に繋げている。企業、自治体、NPO、生活者と連携を行い「リサイクリエーション」を通じたプラスチックの回収・リサイ

クルやアップサイクルの仕組みを構築した。これらの一連の取り組みによるプラスチック容器の削減や社会的行動変容の実現は世界的にも著名な成功例である。

1995年からプラスチック容器の課題に取り組み、4Rの視点から

技術開発を進め、容器の持続可能性を追求している。サーキュラー

エコノミーの共創を通じて生活者の社会のサステナビリティに関す

る意識・行動変容を促し、「豊かな共生世界」の実現を目指す。

総合知により目指すビジョン / 解決する社会課題

サーキュラーエコノミーの実現には技術革新だけでなく、社会が自

然に受け入れ継続できる制度設計の革新が不可欠である。

社会システム全体の変容が求められ、他企業・自治体・生活者など

多様なステークホルダーとのイニシアチブが重要となる。

ビジョン達成の課題

理系の専門分野に加え、社会行動学や文化人類学などの文系知も

集結することにより、消費財容器のイノベーション、廃棄プラスチッ

クのリサイクル・アップサイクル化技術、プラスチック回収システムの

構築と生活者の行動変容を実現した。

得られた知見は社外にも展開され、サーキュラーエコノミー実現に

向けたESG視点のよきモノづくりに活かされている。

「矩」を超えた場づくり / 得られた新たな価値

① 総合知活用の実践を行う事例 ② 総合知人材の育成を行う事例 ③ 総合知の活用方法の進化を目指す事例
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サーキュラーエコノミーシステムの社会実装

消費者製品のライフサイクルを俯瞰（ふかん）して、プラスチック削減に向けた社会全体の

最適解を多様なステークホルダーと対話（総合知）、約30年を費やし社会実装
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